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発
掘
ガ
ー
ル

ー
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
笹
山
原
遺
跡
発
掘
調
査
　
年
の
軌
跡
ー

冬
の
特
集
展

　

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
文
化
学
科
で
は
、
福
島
県
立
博
物
館
の
表
面
調
査
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
笹
山
原
№
16
遺
跡
（
会
津
若
松
市
）
の
発
掘
調
査
を
2
0
0
1
年
以
来
、
考
古
学
実

習
と
し
て
継
続
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

笹
山
原
№
16
遺
跡
の
調
査
で
は
、
当
初
の
目
的
と
し
て
い
た
後
期
旧
石
器
時
代
前
半
期
を
は

じ
め
と
し
て
、
そ
の
後
の
縄
文
時
代
や
平
安
時
代
の
遺
構
や
遺
物
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
調
査
結
果
の
詳
細
な
検
討
か
ら
、
縄
文
時
代
前
期
や
平
安
時
代
の
会
津
地
方
に

お
け
る
土
器
作
り
の
よ
う
す
が
具
体
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
り
、
縄
文
時
代
前
期
の
ム
ラ

の
よ
う
す
が
見
え
て
き
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
旧
石
器
時
代
前
半
期
に
は
３
ヶ
所
の
石
器
集
中
地
点
を
確
認
し
、
石
器
の
製
作
工
程
が

わ
か
る
多
く
の
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
発
見
さ
れ
た
石
器
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
石
材
が
使
わ
れ
て
お
り
、
山
形
県
地
方
で
し
か
入
手
で
き
な
い
石
材
も
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
笹
山
原
の
旧
石
器
人
た
ち
は
、
会
津
地
方
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
形
県
地
方
ま
で
移
動

し
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
石
器
群
は
放
射
性
炭
素
年

代
測
定
に
よ
り
約
２
万
８
千
年
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
会
津
地
方
で
は
最

古
の
石
器
群
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

縄
文
時
代
前
期
（
今
か
ら
約
6
千
年
前
）
は
日
本
列
島
全
域
で
人
々
が
定
住
し
始
め
た
時
期

で
、
各
地
に
集
落
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
笹
山
原
遺
跡
は
竪
穴
建
物
、
土
坑
、
集
石
墓
な
ど
、

小
規
模
な
が
ら
も
集
落
の
様
子
を
確
認
で
き
る
良
好
な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
出
土
し
た
縄
文
時
代
の
石
器
を
見
る
と
、
動
物
の
狩
り
に
使
っ
た
石
鏃
・
石
槍
、
動
物
の

毛
皮
を
加
工
し
た
石
箆
・
掻
器
、樹
木
を
伐
採
し
た
磨
製
石

、木
の
実
の
加
工
に
使
っ
た
石
皿
・

磨
石
、
網
の
お
も
り
に
使
っ
た
石
錘
な
ど
が
見
ら
れ
、
縄
文
人
が
植
物
資
源
を
中
心
に
水
産
資

源
・
動
物
資
源
な
ど
の
自
然
の
恵
み
を
上
手
に
利
用
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
縄
文
土
器
の
中
に
は
焼
成
中
に
破
損
し
た
と
思
わ
れ
る
土
器
片
や
縄
文
土
器

を
焼
い
た
と
考
え
ら
れ
る
穴
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
ム
ラ
の
中
で
縄
文
土
器
が
製
作
さ
れ
て

14

会
期　

平
成
27
年
2
月
7
日
（
土
）
〜
3
月
22
日
（
日
）

さ
さ
や
ま
は
ら

じ
ょ
う
も
ん　
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あ
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い
こ
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ぶ
つ
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ゅ
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た
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あ
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こ
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ゅ
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せ
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ぼ
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ぞ
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い
し
や
り

い
し
べ
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そ
う
き　
　
　
　
　
　
　

   

ば
っ
さ
い               

ま
せ
い
せ
き
ふ

せ
き
す
い

発掘調査風景（土の表面をていねいに削って建物の跡を探しています）
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い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
に
は
土
師
器
生
産
を
担
っ
た
集
落
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
材
料
の
粘
土
を
は
じ
め
、

粘
土
採
掘
穴
、
ロ
ク
ロ
を
用
い
た
土
師
器
製
作
工
房
と
し
て
使
わ
れ
た
竪
穴
建
物
、
土
師
器
の

焼
成
遺
構
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
粘
土
貯
蔵
穴
↓
土
師
器
製
作
工
房
↓
乾
燥

庫
（
推
定
）↓
土
師
器
焼
成
遺
構
↓
土
師
器
貯
蔵
庫
（
推
定
）↓
廃
棄
場
（
焼
成
不
良
品
廃
棄
）

と
土
師
器
の
製
作
工
程
が
わ
か
る
よ
う
な
配
置
で
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い

で
す
。
さ
ら
に
、
製
作
さ
れ
た
煮
炊
き
用
の

を
見
る
と
、
当
時
の
浜
・
中
通
り
の
作
り
方
と

新
潟
県
地
方
の
作
り
方
の
両
方
が
見
ら
れ
、
会
津
地
方
が
東
西
の
土
器
づ
く
り
の
技
術
が
交
流

す
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
、
調
査
に
実
際
に
携
わ
っ
た
大
学
生

を
中
心
に
展
示
や
解
説
を
行
い
ま
す
。
発
掘
ガ
ー
ル
た
ち
の
活
躍
に
御
期
待
く
だ
さ
い
。

〇
展
示
構
成

　

は
じ
め
に

　

第
１
章　

発
掘
ガ
ー
ル
始
動
！

　
　

第
１
部
：
麗
し
乙
女
、
発
掘
開
始―

2
0
1
4
年
の
笹
山
原
№
16
遺
跡
の
調
査―

　
　

第
２
部
：
発
掘
14
年
の
軌
跡―

文
化
学
科
発
掘
14
年
の
想
い
出―

　
　

第
３
部
：
整
理
作
業
の
全
貌―

遺
物
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ―

　

第
２
章　

調
査
研
究
の
成
果

　
　

第
１
部
：
平
安
時
代
の
笹
山
原
集
落―

約
千
年
前
の
サ
サ
ヤ
マ
ハ
ラ

　
　

第
２
部
：
縄
文
時
代
の
笹
山
原
ム
ラ―

約
5
千
7
百
年
前
の
サ
サ
ヤ
マ
ハ
ラ

　
　

第
３
部
：
旧
石
器
時
代
の
笹
山
原―

約
2
万
8
千
年
前
の
サ
サ
ヤ
マ
ハ
ラ

　

お
わ
り
に

〇
関
連
行
事

　
【
記
念
講
演
会
】

　

演　
　

題　
「
発
掘
ガ
ー
ル
に
囲
ま
れ
て―

私
の
考
古
学―

」

　

講　
　

師　

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部　

准
教
授　

會
田
容
弘
氏

　

日　
　

時　

平
成
27
年
3
月
8
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

　

場　
　

所　

当
館
講
堂

　
【
学
生
に
よ
る
展
示
解
説
会
】（
２
回
）

　

日　
　

時　

①
平
成
27
年
2
月
7
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

②
平
成
27
年
3
月
8
日
（
日
）
記
念
講
演
会
終
了
後

　

場　
　

所　

当
館
企
画
展
示
室

　

講　
　

師　

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
文
化
学
科
・
専
攻
科
文
化
学
専
攻　

学
生
有
志

〇
展
覧
会
基
礎
情
報

　

開
館
時
間　

 

9
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
16
時
30
分
ま
で
に
入
館
）

　

休　
館　
日　

 
月
曜
日
、
２
月
12
日
（
木
）

　

会　
　

場　

 
福
島
県
立
博
物
館
企
画
展
示
室

　

観　
覧　
料　

 
無
料

　

主　
　

催　

 

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部　
　

福
島
県
立
博
物
館

は
じ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ね
ん
ど

ち
ょ
ぞ
う
け
つは

い
き
ば

に
た
き　
　
　
　
　
　

  

か
め

平安時代の土師器

後期旧石器時代前半期の石器
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イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

特
別
展

「
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念　

み
ち
の
く
の
観
音
さ
ま

　

〜
人
に
寄
り
添
う
み
ほ
と
け
〜
」
学
校
連
携
事
業

　　
　

特
別
展
に
関
連
し
て
、
学
校
連
携
事
業
を
開
催
し
ま
し

　

た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　●

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

期
日
：
平
成
26
年
11
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

湯
川
村
立
勝
常
小
学
校
６
年
生
代
表
の
み
な
さ
ん

　
　
　
　

に
、
勝
常
寺
や
十
一
面
観
音
に
つ
い
て
学
ん
だ
日

　
　
　
　

頃
の
調
べ
学
習
の
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

　
　
　
　

し
た
。

　

特
別
展
「
み
ち
の
く
の
観
音
さ
ま
」
学
校
連
携
事
業
と
し
て
、

11
月
の
特
別
展
開
幕
前
に
県
内
の
小
・
中
学
校
や
高
校
よ
り
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
特
別
展
の
事
前
学
習
を
ね
ら
い
と
し
て

当
館
学
芸
員
に
よ
る
出
張
授
業
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
観
音
さ
ま
」
に
よ
り
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
や
授
業
の
単
元
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
地
域
の
文

化
財
を
紹
介
す
る
よ
う
な
授
業
実
践
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
ま
と

め
と
し
て
、
実
際
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
学
芸
員
の
解
説
を
聞
き

な
が
ら
特
別
展
を
見
学
し
て
い
た
だ
く
「
展
示
見
学
会
」
を
３
回

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
で
は
、
担
当
学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
熱
心

に
メ
モ
を
と
っ
た
り
、観
音
菩
薩
像
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
と
、児
童
・

生
徒
の
み
な
さ
ん
の
と
て
も
積
極
的
な
姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。

展
示
会
場
の
前
半
「
第
１
章　

観
音
菩
薩
の
す
が
た
」
で
は
、
観

音
菩
薩
が
、
悩
み
苦
し
む
人
々
を
救
う
た
め
に
、
人
間
世
界
に
さ

ま
ざ
ま
な
姿
に
変
化
し
て
現
れ
る
と
い
う
点
に
、
深
い
興
味
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
様
子
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
感
想
文
か
ら
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
半
の
「
第
二
章　

観
音
菩
薩
へ

の
祈
り
」
で
は
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
一
般
庶
民
に
ま
で
広
ま

り
を
み
せ
た
観
音
信
仰
を
物
語
る
資
料
を
御
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
荒
天
に
遭
遇
し
た
船
乗
り
が
髷
を
切
っ
て
無
事
を
祈
り
、

生
還
後
に
絵
馬
に
し
て
奉
納
し
た
「
髷
絵
馬
」
や
、
安
産
・
成
長

祈
願
の
た
め
奉
納
さ
れ
た
華
や
か
な
「
傘
福
」
な
ど
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
し
た
。歌
詠
み
の
風
景
を
映
像
で
流
し
て
い
る
コ
ー
ナ
ー

で
、「
こ
れ
聞
い
た
こ
と
あ
る
」
と
の
声
も
あ
が
っ
て
い
た
よ
う
に
、

身
近
な
存
在
と
し
て
の
観
音
様
を
実
感
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
観
音
様
を
は
じ
め
、
身
近
な
地
域
の
貴
重
な
文
化
財
や

古
く
か
ら
伝
わ
る
信
仰
に
対
し
て
、
さ
ら
に
深
い
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。　　
　
（
歴
史
担
当　

田
中
伸
一
）

●
展
示
見
学
会

　

期
日
：
平
成
26
年
11
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　

湯
川
村
立

川
小
学
校　

４
年
生　

　
　
　
　

湯
川
村
立
勝
常
小
学
校　

４
・
６
年
生　

　

期
日
：
平
成
26
年
12
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　

郡
山
市
立
湖
南
小
学
校　

５
・
６
年
生

　

期
日
：
平
成
26
年
12
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　

福
島
県
立
船
引
高
等
学
校　

２
・
３
年
生

湯川村立勝常小学校６年生代表のみなさんの調べ学習の成果発表の様子

展示見学会の様子

ま
げか

さ
ふ
く
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焼成中に破損して焼き色が変わってしまった土器
（左側の破片だけ明るい色に焼けている。）

笹山原遺跡№16地層断面剥ぎ取り

発
掘
ガ
ー
ル

ー
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
笹
山
原
遺
跡
発
掘
調
査
14
年
の
軌
跡
ー

回
答
者  
考
古
分
野　

荒
木　

隆

Q
&
A

あ
い
ら

た
ん
ざ
わ

こ
う
し
つ
け
つ
が
ん

Ｑ
：「
発
掘
ガ
ー
ル
」
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ｑ
：
笹
山
原
№
16
遺
跡
の
縄
文
時

代
の
見
ど
こ
ろ
も
、
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
文
化
学
科
が
こ
れ

ま
で
14
年
間
に
渡
り
発
掘
調
査
を
行
っ
て
き
た
笹
山
原
№
16
遺
跡（
会
津

若
松
市
）の
調
査
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
旧
石
器
時
代（
今
か
ら
2
万
8
千
年
前
）、
縄

文
時
代（
今
か
ら
５
千
７
百
年
前
）、
平
安
時
代（
今
か
ら
千
年
前
）の
３

つ
の
時
代
に
関
し
て
、
当
時
の
人
々
の
生
活
の
姿
を
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
よ
う
な
重
要
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
旧

石
器
時
代
の
調
査
成
果
は
興
味
深
い
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
旧
石
器
時

代
の
展
示
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

何
と
い
っ
て
も
、
こ
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
ナ
イ
フ
形
石
器

は
会
津
地
方
最
古
の
も
の
で
す
。
今
か
ら
約
２
万
５
千
年
前
に
は
九
州

鹿
児
島
に
あ
る
姶
良
火
山
が
爆
発
し
ま
す
が
、
こ
の
噴
火
は
非
常
に
激

し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
火
山
灰
は
成
層
圏
に
も
達
し
た
と
言
わ
れ
、

広
く
日
本
列
島
だ
け
で
な
く
朝
鮮
半
島
に
も
降
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の

火
山
灰（
Ａ
Ｔ
：
姶
良
丹
沢
パ
ミ
ス
）は
福
島
県
内
全
域
で
確
認
さ
れ
て

お
り
、
福
島
県
内
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
の
新
旧
を
比
較
す
る
の
に
指

標
と
な
っ
て
い
る
火
山
灰
の
堆
積
層
で
す
。
笹
山
原
№
16
遺
跡
で
も
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
一
番
古
い
石
器
群

は
、
こ
の
Ａ
Ｔ
よ
り
も
下
層
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
２
万
５
千
年
よ

り
以
前
の
石
器
で
あ
る
こ
と
が
地
層
の
観
察
か
ら
分
か
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
地
層
に
含
ま
れ
る
炭
を
も
と
に
し
た
科
学
的
分
析
か
ら
今
か
ら
約

２
万
８
千
年
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。Ａ
Ｔ
よ
り
下
層

か
ら
発
見
さ
れ
る

石
器
群
は
少
な

く
、
県
内
の
旧
石

器
時
代
の
人
々
が

ど
の
よ
う
な
石
器

を
、
ど
ん
な
方
法

で
作
っ
て
い
た
の

か
、
ま
た
石
器
を

ど
の
よ
う
に
使
っ

て
い
た
の
か
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
上
で
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

展
示
さ
れ
て
い
る
石
器
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
石
材
を

使
っ
て
石
器
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
特
に
、
き
め
の
細

か
い
茶
色
の
石
材
は
硬
質
頁
岩
と
言
っ
て
石
器
を
作
る
の
に
適
し
た
石

材
で
、
県
内
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
で
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
石
材
は
山
形
県
の
最
上
川
流
域
で
採
取
で
き
る
も
の
で
、
硬

質
頁
岩
製
の
石
器
を
作
っ
た
人
た
ち
は
山
形
県
地
方
ま
で
行
っ
て
石
材

を
入
手
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
県
内
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
で
は
住

居
跡
が
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
旧
石
器
時
代

の
人
た
ち
は
ま
だ
定
住
せ
ず
に
大
型
動
物
な
ど
を
追
い
か
け
て
キ
ャ
ン

プ
を
し
な
が
ら
移
動
生
活
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
笹
山

原
№
16
遺
跡
に
石
器
を
残
し
た
人
た
ち
も
福
島
県
か
ら
山
形
県
に
か
け

て
広
い
範
囲
を
移
動
し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　

今
回
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
前
期
（
今
か
ら
約
6
，
0
0
0
年
前
）

の
土
器
作
り
に
関
す
る
興
味
深
い
情
報
も
得
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

縄
文
時
代
前
期
は
各
地
に
集
落
が
形
成
さ
れ
人
々
が
定
住
し
始
め
た

時
期
で
す
が
、
笹
山
原
№
16
遺
跡
で
も
竪
穴
建
物
、
食
べ
物
を
蓄
え
た

土
坑
、
集
石
墓
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
小
規
模
な
が
ら
も
集
落
が

形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
集
落
の
ゴ
ミ
捨
て
場
か
ら

出
土
す
る
土
器
に
は
、
焼
成
中
の
破
損
に
よ
り
焼
き
色
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
土
器
片
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
集
落
の
中
か
ら
縄
文
土
器
を
焼

い
た
穴
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
ム
ラ
の
中
で
縄
文
土
器
が
製
作
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
土
器
の
中
に
石
器
の
砕
片
が
混

じ
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
砕
片
は
土
器
を
作
る
粘
土
に
混

じ
っ
て
土
器
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
で
す
が
、
使
わ
れ
て
い
る
粘

土
は
笹
山
原
№
16
遺
跡
の
4b
層
に
よ
く
似
た
粘
土
で
す
。
4b
層
は
先
ほ

ど
の
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
器
が
含
ま
れ
る
層
で
、
土
器
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
砕
片
と
同
じ
も
の
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら

く
、
縄
文
時
代
前
期
の
笹
山
原
の
人
々
は
地
元
の
粘
土
を
採
取
し
て
縄

文
土
器
を
作
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
調
査
区
の
中
か
ら
は
粘
土
採
掘

穴
と
考
え
ら
れ
る
溝
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
笹
山
原
№
16
遺
跡
の
平
安
時
代
の
見
ど
こ
ろ
も
、
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

縄
文
時
代
前
期
で
土
器
作
り
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
笹
山
原
で
採
れ
る

粘
土
は
や
き
も
の
に
適
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
平
安
時
代
に
も
土
器（
土

師
器
）
作
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
調
査
区
の
中
か
ら
は
、
材
料
の
粘

土
を
は
じ
め
、
粘
土
採
掘
穴
、
ロ
ク
ロ
を
用
い
た
土
師
器
製
作
工
房
と
し

て
使
わ
れ
た
竪
穴
建
物
、
土
師
器
の
焼
成
遺
構
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
緻
密
な
調
査
に
よ
り
粘
土
貯
蔵
場
↓
土
師
器
製
作
場
↓
乾

燥
場
（
推
定
）↓
焼
成
遺
構
↓
貯
蔵
場
（
推
定
）↓
廃
棄
場
と
土
師
器
の
製

作
工
程
が
わ
か
る
よ
う
に
施
設
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。

　

土
器
を
焼
い
た
穴
（
土
器
焼
成
遺
構
）
は
直
径
約
1.5
ⅿ
の
ほ
ぼ
円
形
に

や
や
窪
ん
だ
部
分
に
焼
け
た
土
が
溜
ま
っ
て
い
る
も
の
で
、
薬
剤
を
使
っ

て
固
め
て
現
地
か
ら
取
り
上
げ
て
き
た
も
の
を
展
示
室
に
展
示
し
て
い
ま

す
。
平
安
時
代
の
土
器
焼
き
場
の
現
物
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
製
作
さ
れ
た
煮
炊
き
用
の

を
見
る
と
、
当
時
の
浜
・
中
通

り
に
共
通
す
る
東
北
地
方
の
作
り
方
と
新
潟
県
地
方
の
作
り
方
の
両
方
が

見
ら
れ
、
会
津
地
方
が
東
西
の
土
器
づ
く
り
の
技
術
が
交
流
す
る
地
域
で

あ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。
底
が
丸
く
て
表
面
に
叩
い
た
筋
状
の
模
様

が
付
く
の
が
北
陸
風
、
底
が
平
ら
で
器
の
下
半
分
が
縦
に
薄
く
削
ら
れ
て

い
る
の
が
東
北
風
で
す
。
展
示
室
で
両
方
の
土
器
を
是
非
見
比
べ
て
、
磐

越
道
沿
い
に
広
が
る
平
安
時
代
の
人
々
の
交
流
に
想
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。

→
石
器
が
出
土
す
る
地
層

Ａ
Ｔ
→
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光福寺観音堂のカサボコ

大内観音堂に吊るされた着物

飯盛寺観音堂のカサボコ

　

古
く
か
ら
会
津
の
女
性
た
ち
は
、
子
宝
・
安
産
・
子
ど
も
の

成
長
を
願
い
、
地
域
の
お
堂
に
こ
の
よ
う
な
カ
サ
ボ
コ
や
吊
る

し
飾
り
を
奉
納
し
て
き
ま
し
た
。
古
く
な
っ
た
も
の
は
小
正
月

の｢

サ
イ
の
神｣

で
お
炊
き
上
げ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
各
所
に
残
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
も
し
ご
存
知
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

県
立
博
物
館
ま
で
ご
一
報
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

女
性
の
祈
り
と
吊
る
し
飾
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

―
会
津
の
カ
サ
ボ
コ
│

                                            　
　

          

内
山
大
介　
民
俗
担
当

　

東
北
歴
史
博
物
館
と
共
催
の
特
別
展｢

み
ち
の
く
の
観
音
さ
ま 

人
に
寄
り
添
う
み
ほ
と
け｣

で
は
、
観
音
へ
の
祈
り
を
示
す
資
料

と
し
て
、
山
形
酒
田
の｢

傘
福｣

や
会
津
の｢

カ
サ
ボ
コ｣

と
い
う

吊
る
し
飾
り
に
注
目
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
見
吊
る
し
雛
の
よ

う
で
す
が
、
安
産
や
子
ど
も
の
成
長
を
願
い
、
観
音
堂
や
地
蔵

堂
に
吊
る
さ
れ
る
奉
納
品
で
す
。

　

最
近
で
は
、
山
形
酒
田
の｢

傘
福｣

・
伊
豆
稲
取
の｢
雛
の
つ
る

し
飾
り｣

・
福
岡
柳
川
の｢

さ
げ
も
ん｣

が
日
本
三
大
吊
る
し
飾
り

と
し
て
有
名
に
な
り
、
特
に
桃
の
節
句
の
三
月
を
中
心
に
多
く

の
観
光
客
を
集
め
て
い
ま
す
。
中
で
も
特
徴
的
な
の
が
展
覧
会

で
も
ご
紹
介
し
た
酒
田
の
傘
福
で
、
こ
ち
ら
は
古
く
か
ら
酒
田

の
山
王
祭
り
に
巡
行
す
る
山
車
（
だ
し
）
の
上
に
飾
ら
れ
た
り
、

名
家
の
雛
飾
り
と
し
て
、
そ
し
て
観
音
堂
や
地
蔵
堂
の
奉
納
品

と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
縁
に
綺
麗
な
幕
を
張
っ

た
和
傘
の
骨
組
み
か
ら
何
本
も
糸
を
垂
ら
し
、
そ
こ
に
様
々
な

細
工
物
が
吊
る
さ
れ
た
傘
福
は
、
展
覧
会
で
も
多
く
の
方
々
の

目
に
と
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
災
い
が
去
る
と
い
う｢

猿
っ
こ｣

や
、

子
沢
山
を
表
す
ブ
ド
ウ
、
男
性
の
象
徴
で
あ
る
キ
ノ
コ
な
ど
、

安
産
や
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
へ
の
祈
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
細

工
物
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
会
津
地
方
に
も
カ
サ
ボ
コ
（
傘
鉾
）
と
よ
ば
れ
る

同
様
の
吊
る
し
飾
り
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
子
育
て
・

安
産
祈
願
の
た
め
に
奉
納
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
会
津
で
は
観

音
堂
や
地
蔵
堂
、
さ
ら
に
安
産
・
子
育
て
の
守
護
神
で
あ
る
オ

ン
バ
サ
マ
（
姥
神
）
の
お
堂
な
ど
に
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
酒
田

と
の
違
い
は
、
和
傘
を
使
わ
ず
に
竹
で
作
ら
れ
た
輪
に
幕
を
垂

ら
し
、
そ
こ
に
細
工
物
を
吊
る
す
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
お
堂
の

中
に
対
で
奉
納
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
傘
福
に
対
し
、
会
津
で
は

お
堂
の
天
井
に
多
数
の
カ
サ
ボ
コ
が
吊
り
下
げ
ら
れ
る
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
当
館
で
も
開
館
以
来
、
民
俗
の
部
門
展
示

室
に
郡
山
市
湖
南
町
舘
の
カ
サ
ボ
コ
を
展
示
し
て
き
ま
し
た
。

舘
地
区
に
は
地
蔵
堂
と
飯
盛
寺
観
音
堂
に
多
く
の
カ
サ
ボ
コ
が

み
ら
れ
ま
す
。
安
産
祈
願
で
有
名
な
猪
苗
代
町
関
都
の
優
婆
夷

堂
（
オ
ン
バ
サ
マ
）
に
も
巨
大
な
カ
サ
ボ
コ
が
あ
り
、
大
き
な

人
形
も
吊
り
下
げ
ら
れ
て
参
拝
者
の
目
を
ひ
く
奉
納
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
猪
苗
代
湖
周
辺
に
多
く
み
ら
れ
る
カ
サ
ボ
コ
で

す
が
、
会
津
盆
地
周
辺
で
も
事
例
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
例

え
ば
北
会
津
町
安
良
田
の
東
泉
寺
で
は
、
平
成
十
九
年
に
地
域

の
観
音
講
の
女
性
の
方
々
が
古
く
な
っ
た
カ
サ
ボ
コ
を
作
り
直

し
て
奉
納
し
ま
し
た
。
湯
川
村
笠
の
目
地
区
の
薬
師
堂
で
は
今

年
十
一
月
に
新
た
に
カ
サ
ボ
コ
が
奉
納
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
吊
る

さ
れ
て
い
た
昭
和
五
十
四
年
奉
納
の
カ
サ
ボ
コ
は
地
域
の
信
仰

を
示
す
文
化
財
と
し
て
県
立
博
物
館
へ
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
津
若
松
市
高
野
町
沼
木
の
光
福
寺
観
音
堂
で
は
、
安
産

祈
願
の
三
角
の
細
工
物
を
連
ね
た
カ
サ
ボ
コ
が
奉
納
さ
れ
て
い

ま
す
。
会
津
の
カ
サ
ボ
コ
に
は
小
さ
な
着
物
が
よ
く
吊
る
さ
れ

ま
す
が
、
上
に
竹
の
輪
を
つ
け
ず
、
観
音
堂
の
天
井
か
ら
無
数

の
小
さ
な
着
物
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
下
郷
町
大
内
宿

の
観
音
堂
で
す
。
こ
ち
ら
は
毎
年
五
月
十
七
日
の
祭
日
以
外
は

公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
で
も
嫁
入
り
さ
れ
た
方
や
そ

の
お
姑
さ
ん
た
ち
が
安
産
を
願
っ
て
小
さ
な
着
物
を
奉
納
し
て

い
ま
す
。
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■ 

会
期
：
平
成
27
年
5
月
2
日
（
土
）
〜
6
月
21
日
（
日
）

 

　 

会
場
：
福
島
県
立
博
物
館
（
企
画
展
示
室
）

 

　 

主
催
：
福
島
県
立
美
術
館
　
福
島
県
立
博
物
館

酒井三良　雪に埋もれつつ正月はゆく （部分）

―

福
島
県
立
美
術
館
名
品
展
ー
（
仮
）

企
画
展　

予
告

（
担
当　

川
延
安
直
）

　

2
0
1
4
年
に
開
館
30
周
年
を
迎
え
た
、
福
島
市
に
あ
る
福
島
県

立
美
術
館
は
、
近
現
代
の
欧
米
・
日
本
の
美
術
と
県
出
身
作
家
の
作

品
を
中
心
に
、
3
千
点
以
上
の
美
術
品
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
収
蔵
作
品
を
県
内
各
地
で
気
軽
に
鑑
賞
し
て
も
ら
お
う

と
、
今
年
度
は
、
福
島
県
立
博
物
館
に
て
会
津
出
身･

ゆ
か
り
の
画
家

た
ち
の
名
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
会
津
地
方
で
は
、
美
術
愛
好
家
の
惜
し

み
な
い
支
援
も
あ
り
、
美
術
を
育
む
風
土
が
近
代
以
降
も
脈
々
と
息

づ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
日
本
画
で
は
湯
田
玉
水
、
坂
内
青
嵐
、

酒
井
三
良
な
ど
、
水
彩
画
で
は
相
田
直
彦
、
春
日
部
た
す
く
、
渡
部

菊
二
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
画
家
た
ち
を
輩
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

会
津
坂
下
町
出
身
の
齋
藤
清
は
、
会
津
の
風
景
を
独
自
の
造
形
感
覚

で
表
現
し
、
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
版
画
家
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
会
津
の
画
家
た
ち
に
よ
る
多
彩
な
近
代
美
術
の

魅
力
を
、
約
50
点
の

日
本
画
、
水
彩
画
、

版
画
に
よ
り
探
っ
て

い
き
ま
す
。

　

豊
か
な
風
土
が
育

ん
だ
会
津
文
化
の
地

域
性
を
ご
堪
能
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

テ
ー
マ
展  

徹
底
解
剖
！
会
津
板
か
る
た

会　期：平成 27年 2月 7日（土）～同年 3月 29 日（日）
会　場：常設展部門展示室　歴史・美術
観覧料：大人・大学生 270 円（常設展料金でご覧になれます）、高校生以下無料

文久 2年（1862）の板かるた　　個人蔵（当館寄託）

　新島八重が得意だったことも手伝って、最近注目を集めている、会津の遊び「板
かるた」。現代と同じように取り札には小倉百人一首の下の句が書かれています。
しかし取り札が木の板であること、そして読み手が上の句を読まずに下の句を
読んだという遊び方が特徴です。
　本展は小さな木札ばかりが集う地味な展示ですが、年代が特定できる中では
恐らく最も古いもの（会津藩主松平容保が京都守護職になった頃）、ため息ので
るような流麗なくずし字で書かれたもの、たどたどしくも丁寧に書かれたもの、
取りやすいようにかなをふってしまったもの、書き間違えて裏に書き直したも
の、それからなんと百人一首でなく漢詩が書かれたかるたまで（教養がないと
遊べません）、そのバリエーションをご覧頂きます。手作りのかるたの中に、きっ
と小さなドラマを感じていただけると思います。（担当：阿部綾子）

ふ
る
さ
と
会
津
の
人
と
四
季

ば
ん
な
い 

せ
い
ら
ん

ぎ
ょ
く
す
い

さ
ん
り
ょ
う



  

「
読
み
解
き『
戊
辰
戦
記
絵
巻
物
』」

会
期　

Ｈ
26
年
４
月
19
日（
土
）〜
２
月
１
日（
日
） 

  

「
ふ
く
し
ま
の
火
炎
土
器
」

会
期　

Ｈ
26
年
７
月
23
日（
水
）〜
３
月
15
日（
日
） 

  

「
こ
れ
も
弥
生
土
器
!?
」

会
期　

Ｈ
26
年
７
月
23
日（
水
）〜
３
月
15
日（
日
） 

 

「
王
様
の
玉
飾
り
」

会
期　

Ｈ
26
年
９
月
２
日（
火
）〜
３
月
15
日（
日
） 

  

「
約
束
の
音
色
〜
聖
武
と
呰
麻
呂
」

会
期　

Ｈ
26
年
９
月
２
日（
火
）〜
３
月
15
日（
日
）  

  

「
火
を
め
ぐ
る
昔
の
道
具
〜
明
か
り
と
暖
房
〜
」

会
期　

Ｈ
26
年
12
月
18
日（
木
）〜
２
月
４
日（
水
） 

  
「
火
鉢
と
な
っ
た
版
木
た
ち
」

会
期　

Ｈ
26
年
12
月
27
日（
土
）〜
１
月
30
日（
金
）  

  

「
ふ
く
し
ま
の
凧
」

会
期　

２
月
13
日（
金
）〜
３
月
18
日（
水
） 

「
は
じ
ま
り
の
東
北
学
」⑩

日
時　

１
月
15
日（
木
）　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄  

「
は
じ
ま
り
の
東
北
学
」⑪

日
時　

２
月
26
日（
木
）　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄  

「
は
じ
ま
り
の
東
北
学
」⑫

日
時　

３
月
26
日（
木
）　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

講
師　

館
長  

赤
坂
憲
雄

  ○
考
古
学
講
座

「
考
古
学
最
前
線
４

『Salon  de  Jom
on

』（
サ
ロ
ン
・
ド
・
縄
文
）」

日
時　

１
月
10
日（
土
）　

13
時
30
分
〜 

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

実
習
室

　
　

  

２
月
８
日（
日
）

　
　

  

11
時
〜
11
時
30
分
、
14
時
30
分
〜
15
時 

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

部
門
展
示
室「
考
古
」

講
師　

学
芸
員　

荒
木　

隆　

※

常
設
展
料
金
が
必
要
で
す

「
再
現
‼ 

縄
文
時
代
の
編
み
組
み
細
工
」

日
時　

１
月
11
日（
日
）　

10
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

13
時
30
分
〜
15
時 

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

体
験
学
習
室

講
師　

バ
ス
ケ
タ
リ
ー
作
家  

本
間
一
恵
さ
ん

講
演
・
講
座

※

は
要
申
込

information
特
集
展

※

観
覧
無
料

ポ
イ
ン
ト
展＊

常
設
展
料
金
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

テ
ー
マ
展

＊
常
設
展
料
金
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

特
別
講
演
会

特
集
展
関
連
行
事

館
長
講
座 

テ
ー
マ
展
関
連
行
事

１
月
〜
３
月
の
休
館
日

実
演

１
月　

１
月
１
日（
木
）〜
５
日（
月
）・
１
月
13
日（
火
）

　
　
　

１
月
19
日（
月
）・
１
月
26
日（
月
）

２
月　

２
月
２
日（
月
）・
２
月
９
日（
月
）・
２
月
12
日（
木
）

　
　
　

２
月
16
日（
月
）・
２
月
23
日（
月
）

３
月　

３
月
２
日（
月
）・
３
月
９
日（
月
）・
３
月
16
日（
月
）

　
　
　

３
月
23
日（
月
）・
３
月
30
日（
月
）

 

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
募
集

を
開
始
し
ま
す
が
、
異
な
る
場
合
も
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月
行
事
予
定

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
師　

学
芸
員  

森
幸
彦

「
考
古
学
最
前
線
５『Salon  de  Archaeology

』

（
サ
ロ
ン
・
ド
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
）」

日
時　

３
月
22
日（
日
）　

13
時
30
分
〜
15
時 

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

実
習
室

講
師　

学
芸
課
長  

藤
原
妃
敏

※

「
勾
玉
・
ガ
ラ
ス
玉
を
作
ろ
う
」

日
時　

３
月
29
日（
日
）　

10
時
〜
15
時

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

実
習
室

講
師　

学
芸
員  

高
橋
満

○
歴
史
講
座

「
歴
史
の
中
の
遊
び
１　
『
あ
そ
び
と
馬
』」

日
時　

２
月
７
日（
土
）　

13
時
30
分
〜
15
時

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

講
師　

学
芸
員　

田
中
伸
一

「
歴
史
の
中
の
遊
び
２　
『
会
津
の
板
か
る
た
』」

日
時　

２
月
21
日（
土
）　

13
時
30
分
〜
15
時

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

講
師　

学
芸
員　

阿
部
綾
子

「
歴
史
の
中
の
遊
び
３　
『
戦
国
武
将
の
嗜
み
』」

日
時　

２
月
28
日（
土
）　

13
時
30
分
〜
15
時

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

講
師　

学
芸
員　

高
橋
充

○
民
俗
講
座

　
「
サ
イ
ノ
カ
ミ
〜
会
津
の
小
正
月
行
事
〜
」

日
時　

１
月
24
日（
土
）　

13
時
30
分
〜
15
時

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

講
師　

学
芸
員　

二
瓶
浩
伸

　
「
わ
ら
人
形
の
信
仰
と
行
事
」

日
時　

２
月
14
日（
土
）　

13
時
30
分
〜
15
時

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

講
師　

学
芸
員　

大
里
正
樹

　
「
ひ
な
行
事
〜
流
し
雛
と
吊
る
し
雛
〜
」

日
時　

３
月
21
日（
土
）　

13
時
30
分
〜
15
時

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

講
師　

学
芸
員　

内
山
大
介

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　
「
テ
ー
マ
展『
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
５【
富
岡
町
】

遺
跡
探
訪
』展
示
解
説
会
」

日
時  

１
月
11
日（
日
）　

３
月
８
日（
日
）

　

  　

11
時
〜
11
時
30
分

季
刊
博
物
館
だ
よ
り
　
115号

　
2015年

１
月
１
日
発
行
　
編
集
・
発
行
　
福
島
県
立
博
物
館
　
〒
965-0807　

会
津
若
松
市
城
東
町
1 ‒25　

T
EL0242 ‒28 ‒6000　

印
刷
　
北
斗
印
刷
株
式
会
社
　
会
津
若
松
市
町
北
町
大
字
始
字
深
町
67 ‒2　

T
EL0242 ‒32 ‒2366

リサイクル適正 A

冬
の
特
集
展　

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
共
同
開
催
企
画
展

「
発
掘
ガ
ー
ル
ー
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

　
　
　
　
　

笹
山
原
遺
跡
発
掘
調
査
14
年
の
軌
跡
ー
」

会
期　

２
月
７
日（
土
）〜
３
月
22
日（
日
）

特
集
展
関
連
行
事                                               

「
記
念
講
演
会『
発
掘
ガ
ー
ル
に
囲
ま
れ
て

ー
私
の
考
古
学
ー
』」

日
時　

３
月
８
日（
日
）　

13
時
30
分
〜 

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

講
師　

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授 

會
田
容
弘
さ
ん

「
学
生
に
よ
る
展
示
解
説
会
」　

日
時　

２
月
７
日（
土
）　

13
時
30
分
〜

　
　
　

３
月
８
日（
日
）　

講
演
会
終
了
後

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

企
画
展
示
室

講
師　

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
文
化
学
科
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
攻
科
文
化
学
専
攻　

学
生
有
志

「
佐
々
木
長
生　

学
芸
員
半
生
を
語
る
」　

日
時　

３
月
１
日（
日
）　

13
時
30
分
〜
15
時

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

講
師　

学
芸
員  

佐
々
木
長
生

  

「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
５【
富
岡
町
】遺
跡
探
訪
」

会
期　

Ｈ
26
年
６
月
17
日（
火
）〜
５
月
10
日（
日
） 

  

「
け
ん
ぱ
く
の
宝
２
０
１
４
」

会
期　

Ｈ
26
年
12
月
20
日（
土
）〜
２
月
１
日（
日
） 

  

「
徹
底
解
剖
！
会
津
板
か
る
た
」

会
期　

２
月
７
日（
土
）〜
３
月
29
日（
日
） 

「
か
る
た
大
会
」　

日
時　

３
月
28
日（
土
）　

13
時
30
分
〜（
予
定
） 

会
場　

福
島
県
立
博
物
館

た
し
な


